
　三菱電機グループは「企業理念」、「私たちの価値観」、「コミットメント」を次のように定めています。
　2022年度、企業理念に基づく経営方針を見直しました。新しい経営方針では、サステナビリティの実現を経営の根幹に
位置づけ、「事業を通じて社会課題解決を目指す」との三菱電機グループの目的を、あらためて明確に表しています。これに
より企業価値の持続的向上を図り、社会・顧客・株主・従業員をはじめとしたステークホルダーへの責任を果たします。
　これにあわせて、経営戦略も見直し、三菱電機グループ内外の知見の融合と共創により、進化した統合ソリューションを
提供する「循環型 デジタル・エンジニアリング企業」への変革を打ち出しました。

　三菱電機グループでは、5つのマテリアリティを特定し、サステナビリティの実現に向けた活動を進めてきました。マテ
リアリティを区分する2つの側面（「事業を通じた社会課題解決」「持続的成長を支える経営基盤強化」）のうち、「事業を 
通じた社会課題解決」をさらに進めるべく、この度、注力する課題領域として、①カーボンニュートラル、②サーキュラー 
エコノミー、③安心・安全、④インクルージョン、⑤ウェルビーイング、の5つを明確にしました。
　持続的成長に向けては、事業ポートフォリオ戦略の強化による収益力向上を図るべく、5つの重点成長事業※に対し経営
資源を戦略的に投入し、収益力や成長性の高い事業へのリソースシフトを進めてまいります。あわせて、「事業を通じた社
会課題解決」による企業価値向上を目指し、4つのビジネスエリア（BA）で事業を俯瞰してありたい姿を構想するBAオー
ナーを設置いたしました。社会構造や顧客価値の変化に対応したオープンイノベーションの推進、新分野・新技術の取り込
み、シナジーの追求等による新事業の創出や付加価値の高い「データ連携・活用型」への注力を含むソリューション事業の
拡大を推進してまいります。
　三菱電機グループは、2022年度に経営戦略を見直しました。『グループ内外の知見の融合と共創により、進化した統合
ソリューションを提供する「循環型 デジタル・エンジニアリング企業」へ変革する。』を新たに掲げ、多様化する社会課題の
解決に貢献してまいります。

サステナビリティの実現を経営の根幹に

サステナビリティを実現する「循環型 デジタル・エンジニアリング企業」へ

マテリアリティ( 重要課題 )

持続可能な地球環境の実現 安心・安全・快適な社会の実現

サステナビリティを志向する
企業風土づくり

コーポレート・ガバナンスと
コンプライアンスの持続的強化あらゆる人の尊重

５ つ の 課 題 領 域

カーボン
ニュートラル

自社と社会のCO2を減らし、
気候変動を抑える
脱炭素社会の実現

サーキュラー
エコノミー

資源が有効活用され、
持続的に循環する

社会の実現

安心 ･ 安全
様々な環境変化や
リスクに対応できる

レジリエントな社会の実現

インクルージョン
あらゆる人を尊重し、誰も
が自由で公正にいきいきと

過ごせる社会の実現

ウェルビーイング
一人ひとりの心身共に

健康で快適な
くらしの実現

　「循環型 デジタル・エンジニアリング企業」は耳慣れない言葉だと思います。私たちの事業は、社会やお客様の課題を起点
とした解決施策の検討、研究開発、製造販売、そして保守サービスの提供をしていくものです。その際、製品やサービスをで
きるだけ長期にわたりお使いいただけるような設計でものづくりを行い、使用後も廃棄するのではなく資源を回収して
再利用します。私たちの事業には、物理的な意味での循環があります。
　一方で社内では、営業部門がお客様からのご注文をいただくと設計や資材部門が動き、製造、品質管理部門が動き、施工、
サービス部門が動く、このようなプロセスが進んでいきます。また、これらの仕事には総務部門、経理部門、法務部門等の
コーポレート部門がいます。この繋がりがエンジニアリングです。こういったエンジニアリング、部門間のコミュニケー
ションをどんどん増やし循環させることで発展していきたいと考えています。このような思いを「循環型 デジタル・エンジ
ニアリング企業」との言葉に込めました。

社会課題を解決する循環型 デジタル・エンジニアリング企業
　グループ内外の知見の融合と共創により、進化した統合ソリューションを提供する「循環型 デジタル・エンジニアリング企業」へ変革し、多様
化する社会課題の解決に貢献します。
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お客様から得られたデータをデジタル空間上に集め、グループ内が強くつながり、知恵を出し合い、
新たな価値を生み出し、進化し続ける統合ソリューションにより社会課題の解決に貢献する企業

私たち三菱電機グループは、たゆまぬ技術革新と限りない創造力により、
活力とゆとりある社会の実現に貢献します。企業理念

信頼、品質、技術、倫理・遵法、人、環境、社会私たちの価値観

という三菱電機グループの姿勢を意味するものです。
私たちは、ひとりひとりが変革へ挑戦し続けていく強い意志と情熱を共有し、

『もっと素晴らしい明日』を切り拓いていくことをお約束します。

コミットメント 企業理念
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経営方針
「成長性」「収益性・効率性」「健全性」の3つの視点によるバランス経営に加えて、「事業を通じた
社会課題の解決」という原点に立ち、サステナビリティの実現を経営の根幹に位置づける。これに
より、企業価値の持続的向上を図り、社会・顧客・株主・従業員をはじめとしたステークホル
ダーへの責任を果たす。

経営戦略
グループ内外の知見の融合と共創により、進化した統合ソリューションを提供する「循環型 デジ
タル・エンジニアリング企業」へ変革し、多様化する社会課題の解決に貢献する。

三 菱 電 機 グ ル ー プ の 経 営 戦 略

※「FA制御システム」「空調冷熱システム」「ビルシステム」「電動化／ADAS(Advanced Driver Assistance System／先進運転支援システム）」「パワーデバイス」

当社グループの経営戦略については、統合報告書にも掲載していますので、ぜひご覧ください。
統合報告書 2022
https://www.mitsubishielectric.co.jp/ir/data/integrated_report/

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
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